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各学年で定着度にばらつきはあるものの，全体として「数と計算」・「量と測定」の２領域に課題が
みられた。
○「数と計算」では，基本的計算力，文章場面に対する問題の定着率が78.8%であった。
○「量と測定」に関しては，時刻の読み方，時刻や時間の計算，長さや体積の単位の理解，面
積・体積の求め方の定着が十分でない様子が目立った。

①「数と計算」領域
文章問題からの立式場面，四則演算の手順，計算における（）の意味，位取り記数法への理解，
がい数への理解，小数のかけ算・わり算への定着が弱い。

②「量と測定」領域
何時何分かを表す問題，適切な単位を選ぶ問題，面積と体積を求める際の公式とその意味の結
び付けが苦手な児童が多い。

（１）授業展開
①３年生以上では，習熟度別授業を実施
しているが，クラス分けが画一化してい
る。
②関心意欲は，高い児童も多いが，児童
が興味をひく授業展開をより実施していく
必要がある。

（２）定着度の不足
①高学年に関しては，計算の工夫，応用
が求められる。低，中学年時の基礎的な
計算力の欠如のため定着度があがらな
い。

②他教科との関連でもあるが，文章を読
んで理解することが苦手である。文章問題
への抵抗感が見られる。

（３）学習習慣の不足
・算数に自信がない児童も目立つ。その児
童は，家庭での学習習慣の定着率が低い
ことが分かる。

・習熟度別クラス分けについては，より実態を把握
し，人数，単元の内容，習熟度の傾向を見極め，クラ
ス分けをしていく必要がある。
・授業は、導入場面で「やりたい！」と感じさせる課題
設定をする。また，教室内には学習のふり返りができ
るよう，掲示物を工夫する。

・授業の導入で計算タイムを入れたり，帯学習で計算
学習の時間を取り入れたりし，繰り返し計算に取り組
ませることで，基礎計算力の土台作りとする。

・文章場面を授業で扱う際，問題場面のイメージ化を
図り，数値やキーワードに線などを引かせ，文章を構
造的に考えていく必要がある。

・家庭学習においては，保護者に児童の学力の実態
を伝え，協力を促す。また，宿題は習熟度に合わせ
て変えていく。

・ベーシックドリルのまとめテストで，全員８割以上の定着を目指す。
・区の設定した各観点・各領域の目標値を上回る児童を８割以上にする。
・「算数への関心・意欲・態度」が前年度の数値を上回るようにする。


